
自然バイオマス燃料自然バイオマス燃料
利活用のすすめ利活用のすすめ

地球温暖化防止に貢献できる燃料『バイオマス』 を利用した
時代に先駆けたバイオマス乾燥ボイラーシステムのご提案時代に先駆けたバイオマス乾燥ボイラ システムのご提案

株式会社エム・アイ・エス 研機株式会社



バイオマスとは

出典：農林水産省

1



自然バイオマスはカーボンニュートラル

出典：農林水産省
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バイオマス利活用の現状とメリット

（2008年度）

出典：農林水産省
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自然バイオマスエネルギーの利活用を

化石燃料消費量の削減
自然バイオマス資源を有効利用した化石代替燃料です。自然 イオ 資源を有効利用した化石代替燃料 す。

環境に配慮したシステムの構築
燃焼排気ガスは有害物質が少なく、環境負荷の少ない燃料です。

地球温暖化防止に貢献地球温暖化防止に貢献
バーナーから出る二酸化炭素は、植物の光合成で固定され
増加しません。増加しません。

地域産業の活性化
『地産地消』『地産地焼』による接続バイオマスネットワークを構築し、
地域産業の活性化を図れます。
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自然バイオマス原料を燃料へ

• 自然循環有機資源を使いＣＯ2を増加させません。

• 林地残材、間伐材の利活用し森林を守ります。

• 従来捨てられた廃棄物を捨てずに家畜糞、粕、残渣、汚泥を燃料に使えます。

• バイオマス原料は燃焼排気ガスが少なく環境に負荷を与えません。
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水分率を２０％以下に

• 水分率２０％以下で高い発熱量。

• 固形物でも粉砕し、付着・粘着性のものも乾燥

• 乾燥させ多種類のバイオマス原料一度に混在燃焼できます。乾燥させ多種類の イオマス原料 度に混在燃焼できます。
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乾燥熱源をバイオマスを燃やした熱で

• 乾燥に必要な熱はバイオマスバーナーで燃やした熱で。

• バイオマスバーナーの燃料は乾燥させたバイオマス原料で。

• バイオマス原料から発生させた熱を完全リサイクルで逃がしません。
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バイオマスボイラーの廃熱利用

• 「Ｊｏｕｌｅ」ボイラーでバイオマス原料から温風、温水、蒸気を発生させます。

• 「Ｊｏｕｌｅ」ボイラー廃熱でバイオマス原料を乾燥させるため燃料費が掛かりません。

• 乾燥機熱源の設備が必要なく化石燃料使用せず自然バイオマス循環システムです。

• 自然バイオマス燃焼で発生した熱は廃熱まで使用し熱の完全リサイクルを実現します。
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燃焼技術 従来とは異なります

現在のバーナーの問題点
・火格子燃焼のため燃焼効率が低い

クリンカ （燃焼時溶融固形物）が発生する・クリンカー（燃焼時溶融固形物）が発生する。

・完全燃焼ができず燃えかすが残る。

・混在燃焼ができない。

Ｊｏｕｌｅバーナーは燃焼効率が高いＪｏｕｌｅバーナーは燃焼効率が高い
・燃え残りが発生しません。
完全燃焼、理想的な酸化の実現により燃え残りがなく
クリンカー（燃焼時溶融固形物）の発生がありません。

・混在燃焼ができる。
自然バイオマス原料、固形物、汚泥、粕など何でも種類選ばず
完全燃焼できます。そのため混在での燃焼に全く問題ありません。
混在燃焼でも完全に燃えないための未燃灰の発生がありません。混在燃焼 も完 燃 な 未燃灰 発 あり 。

・燃焼空気の供給が新しい方式です。
先ず燃焼室でバイオマス燃料のガス化を行います。
次の燃焼室で再度空気と激しく混合し完全燃焼します。

・バーナー内で破砕、分解が行われます。
連続した破砕と分解が行われ燃焼物の表面がいつも
更新されます。そのため常に理想的な酸化を行っています。

「燃焼とは発光と発熱を伴う急激な酸化反応です 」「燃焼とは発光と発熱を伴う急激な酸化反応です。」
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乾燥方法 他にはありません

同時に４種類の乾燥方法
• 粉砕乾燥 固形物粉砕粉砕乾燥 固形物粉砕

投入装置、乾燥機内である程度の大きさに粉砕します。
小さくなることで熱が内部まで行き渡ります。

• 撹拌乾燥撹拌乾燥
交差スパイラル特殊な羽根で撹拌されながら加熱されます。

撹拌される際に乾燥物同士が摩擦し乾燥が促進されます。

• 熱風乾燥熱風乾燥
高温なボイラーの廃熱をそのまま熱風で投入します。

• 間接乾燥
廃熱でトラフそして軸まで加熱し伝熱乾燥も行います。

連続コンベア式乾燥
バ チ式 はなく運搬しながら乾燥行うため搬送ライ のバッチ式ではなく運搬しながら乾燥行うため搬送ラインの

ひとつとして設置が可能です。
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